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完
成
近
づ
く

荒

川

放
水
路
区
営
運
動
場

○
川
面
を
渡
つ
て
吹
く
風
は
、ま

だ
冷
た
い
が
、も
う
千
住
新
橋
グ

ラ
ン
ド
に
は
、区
内
の
少
年
野
球

チ
ー
ム
が
、
ひ
と
こ
ろ
の
や
う
な

手
の
芯
に
ひ
び
く
痛
み
を
感
じ
な

い
の
か
、
キ
ヤ
ツ
チ
ボ
ー
ル
に
余

念
が
な
い
。

○
春
は
人
知
れ
ぬ
間
に
少
年
達
の
グ

ロ
ー
ブ
の
中
に
、
ひ
つ
そ
り
し

た
気
配
で
し
の
び
こ
み
な
が
ら

堤
防
の
芝
生
を
緑
に
萌
え
さ
せ
る

「
時
」
を
ま
つ
て
い
る
。

○
こ
の
春
の
区
民
体
育
レ
ク
レ
エ

ー
シ
ヨ
ン
に
緑
町
、
千
住
新
橋
の

二
大
運
動
場
に
く
わ
え
、
更
に
よ

り
よ
き
場
所
を
提
供
す
る
た
め
に

荒
川
放
水
路
堤
塘
敷
内
に
建
設
中

で
あ
つ
た
区
営
綜
合
運
動
場
は
、

す
で
に
第
一
期
工
事
を
完
了
、
い

ま
最
後
の
仕
上
が
急
が
れ
て
い
る
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衆
議
院
議
員
補
欠
選
挙

三
月
十
二
日
と
決
る

東
京
六
区
(
足
立
、
荒
川
、
葛

飾
、
墨
田
、
江
東
、
江
戸
川
)
の

衆
議
院
議
員
の
定
員
は
五
名
で
あ

る
が
、
こ
の
中
、
昨
年
の
聽
濤
克

己
氏
の
公
職
追
放
と
、
本
年
一
月

月
二
十
八
日
中
島
守
利
氏
の
死
去

に
よ
り
二
名
の
欠
員
が
生
じ
た

の
で
、
公
職
選
挙
法
第
百
十
三
条

に
よ
つ
て
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
つ
た
。

こ
の
選
挙
は
三
月
十
二
日
行
わ
れ

る
こ
と
に
決
定
し
た
が
、
国
民
の

す
る
国
民
の
た
め
の
政
治
と
い
う

民
主
政
治
の
基
磐
は
我
等
の
代
表

は
我
等
の
手
で
と
い
う
国
民
の
自

覚
と
責
任
に
よ
つ
て
確
立
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会
で
も
、

棄
権
者
が
な
い
よ
う
に
区
内
有
権

者
の
間
に
呼
び
か
け
て
い
る
が
、

更
に
進
ん
で
区
民
各
位
の
棄
権
防

止
に
対
す
る
協
力
を
要
望
し
て
い

る
。

流
入
出
人
口
実
態
調
査

都
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る

た
め
の
流
入
出
人
口
実
態
調
査
が

二
月
一
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
調
査
は
東
京
都
の
区
か

ら
他
府
県
に
転
出
又
は
他
府
県
か

ら
東
京
都
の
区
に
転
入
す
る
者
を

対
象
と
し
て
二
月
一
杯
続
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

調
査
方
法
は
区
の
出
張
所
で
転
入

出
の
手
続
を
と
る
と
き
に
、
転
入

出
の
理
由
、
職
業
、
教
育
程
度
、

住
居
関
係
等
を
係
員
が
質
問
致
し

ま
す
が
、
こ
の
調
査
票
は
統
計
目

的
以
外
に
は
絶
対
に
使
用
せ
ず
、

又
記
入
事
項
に
つ
い
て
は
、
秘
密

を
厳
守
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り

ま
す
か
ら
、
そ
れ
等
の
点
に
つ
い

て
御
諒
承
の
上
協
力
下
さ
る
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

補充選挙人名簿の申告
有資格者はお忘 れなく

こ
ん
ど
行
わ
れ
る
選
挙
に
は
昨
年

九
月
十
五
日
現
在
で
調
整
し
た
基

本
選
挙
人
名
簿
を
基
に
し
て
執
行

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
名
簿
に
洩
れ

た
り
又
は
そ
の

後
に
資
格
の
生

じ
た
方
は
補
充

選
挙
人
名
簿
を

調
成
い
た
し
ま

す
か
ら
左
記
に

よ
り
有
資
格
者

は
お
忘
れ
な
く

選
挙
管
理
委
員

会
に
申
告
し
て

下
さ
い
。

有
資
格
者

一
、
法
律
で
定

め
る
欠
格
者

で
な
い
人
で

あ
つ
て
、
昭
和
七
年
三
月
十
三

日
以
前
に
生
ま
れ
、
昭
和
二
十

六
年
十
二
月
十
三
日
以
前
か
ら
引

続
き
現
住
所
に
住
ん
で
い
る

人
。

(
但
し
二
十
三
区
内
に
住
ん
で
い
る

人
で
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
十

三
日
以
後
、
二
十
三
区
内
で
転
居

し
た
人
の
期
間
は
通
算
さ
れ
ま
す

注
意
事
項

一
、
世
帯
毎
に
申
告
し
て
下
さ
い

二
、
本
籍
が
異
る
方
は
別
の
用
紙

を
お
使
い
下
さ
い

三
、旅
行
中
や
未
復
員
等
の
た
め

不
在
の
方
に
つ
い
て
は
、留
守

宅
の
責
任
者
が
そ
の
人
の
分
を

お
忘
れ
な
く
書
い
て
下
さ
い

四

、
文
字
は
楷
書
で
は
つ
き
り
お

書
き
下
さ
い

五
、
申
告
は
二
月
十
一
日
か
ら
二

十
日
ま
で
、
区
役
所
又
は
区
役

所
出
張
所
で
受
付
け
ま
す

六
、昨
年
九
月
十
五
日
以
後
、足

立
区
内
で
異
動
さ
れ
た
方
で
、

基
本
選
挙
人
名
簿
に
の
つ
て
い

る
方
は
元
の
住
所
の
あ
る
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
つ
て

お
り
ま
す
。従
つ
て
申
告
し
ま

し
て
も
補
充
名
簿
に
は
の
り
ま

せ
ん

第
一
回
区
民
映
画
会

区
内
の
各
種
団
体
の
映
画
会
計
画

の
参
考
に
供
す
る
と
と
も
に
区
民

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
行
事
の
一
環

と
し
て
、
区
で
は
こ
の
ほ
ど
社
会

教
育
上
、
適
当
と
思
わ
れ
る
映
画

を
選
ん
で
区
民
映
画
会
を
開
く
こ

と
に
な
り
、
そ
の
第
一
回
が
二
月

十
一
日
午
後
六
時
か
ら
千
寿
第
三

小
学
校
で
開
か
れ
た
。

こ
の
映
画
会
は
成
人
を
対
象
と
し

て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、別
に
児

童
を
対
象
に
し
た
区
民
映
画
会
も

現
在
計
画
中
で
あ
る
。

映
画
会
の
入
場
は
無
料
で
あ
る
が

入
場
券
の
所
持
者
に
限
ら
れ
て
お

り
、
入
場
券
は
開
催
の
都
度
ポ
ス

タ
ー
に
明
示
の
日
に
区
役
所
、
支

所
及
び
各
出
張
所
で
先
着
順
に
配

布
す
る
に
と
に
な
つ
て
い
る
。

消
費
者
の
正
し
い
判
断
で

米
屋
の
登
録
替
え
実
施

二
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

三
日
間
、
米
屋
の
登
録
替
え
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
大
切
な
食
糧
の
配

給
店
を
き
め
る
こ
の
登
録
替
え
に

つ
い
て
は
、
次
の
点
に
よ
く
注
意

し
て
登
録
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。

○
入
場
券
を
集
め
て
い
る
者
が
あ

る
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
が
正

し
い
登
録
を
す
る
た
め
に
人
に
頼

ま
ず
必
ず
自
分
で
登
録
し
て
下
さ

い
。
入
場
券
は
決
し
て
業
者
に
渡

さ
な
い
で
下
さ
い
。

○
入
場
券
に
希
望
す
る
米
屋
の
名

を
書
く
の
で
す
が
、必
ず
自
分
で
書

い
て
下
さ
い
。
誤
つ
て
書
い
た

場
合
は
自
分
で
訂
正
し
印
を
お
せ

ば
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

○
登
録
の
場
所
は
自
分
の
住
ん
で

居
る
町
の
出
張
所
で
す
。

商
工

相

談

毎
月
第
一
、
第
三
木
曜

日
午
後
一
時
か
ら
区
役

所
会
議
室

税
務
相
談

毎
週
木
曜
日
午
後
一
時

か
ら
区
役
所
会
議
室

法
律

相
談

毎
月
第
三
木
曜
日
午
後

一
時
か
ら
千
寿
第
一
小

学
校

懸
賞
募
集

◎
区
で
は
区
民
の
文
化
生
活
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
今
回
移
動
図

書
館
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
そ
の
名
前
を
区
民
の
皆

さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。
奮
つ
て

応
募
し
て
下
さ
い
。

応
募
規
程

○
移
動
図
書
館
に
ふ
さ
わ
し
く
、

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
や
す
い
簡

明
な
名
前
で
あ
る
こ
と
。

○
資
格
　
足
立
区
民
に
限
る
。

○
用
紙
　
は
が
き
(
住
所
、氏
名

年
令
を
記
入
の
こ
と
、

一
人
何
枚
で
も
投
書
で
き

る
。

○
締
切
　
二
月
十
五
日
(
十
五
日

消
印
の
あ
る
も
の
は
有

効
)

○
賞
　
　
入
選
者
(
選
外
佳
作
を

含
む
)
に
は
賞
品
贈
呈

○
発
表
　
二
月
下
旬
、区
役
所
、支

所
、
出
張
所
の
掲
示
板

及
び
本
紙
に
発
表
す
る

○
宛
先
　
社
会
教
育
課
文
化
係
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増
収
に
実
る
努
力
と
創
意

成
績
優
良
者
を
表
彰

水
稲
競
作
供
進
会
で

区
役
所
、区
農
業
協
同
組
合
主
催

昭
和
二
十
六
年
度
足
立
区
水
稲
多

収
競
作
供
進
会
の
成
績
優
良
者
に

対
す
る
表
彰
式
が
一
月
二
十
六
日

午
後
一
時
か
ら
産
業
会
館
で
行
わ

れ
た
。供
進
会
長
(
区
長
)
の
、

社
会
経
済
状
勢
の
変
動
に
比
較
的

影
響
さ
れ
な
い
農
産
物
の
収
穫
に

も
、努
力
と
工
夫
な
く
し
て
は
増

産
は
望
め
な
い
、現
に
み
な
さ
ん

の
努
力
と
創
意
が
、
一
年
毎
の
増

収
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
更
に

来
年
の
増
収
を
は
か
る
た
め
に
、

品
種
、
土
地
等
に
つ
い
て
の
一
層

の
研
究
と
改
良
に
努
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
つ

い
で
審
査
長
(
都
農
業
試
験
場
長

)
の
審
査
報
告
、
都
経
済
局
長
、

区
議
会
議
長
の
祝
辞
、
受
賞
者
代

表
の
謝
辞
が
あ
つ
て
、
午
後
三
時

閉
会
。
な
お
当
日
の
受
賞
者
は
左

の
通
り
。

一
等
　
北
鹿
浜
町
一
一
二
〇

矢

萩

小

平

二
等
　
六
木
町
三
七
五

星

野

正

三

六
木
町
八
〇寺

島

万

二

普
賢
寺
町
二
〇
八

鳥

塚

優

三

小
右
衛
門
町
三
八
五

飯
田
秋
五
郞

三
等
　
古
庄
藤
三
郞
、鈴
木
泰
治

石
鍋
吉
藏
、古
庄
賢
治
、日
比
谷

菊
一
郞
、淸
水
六
郞
、飯
田
仙
太
郞

、
平
柳
一
枝
、
矢
萩
守
作
、
石

鍋
太
一

( 供進会で謝辞をよむ受賞者代表)

就
学
通
知
書
は
あ
り
ま
す
か
?

新
入
学
児
童
の
父
兄
に
注
意

本
年
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

児
童
に
つ
い
て
の
就
学
通
知
書

は
、
す
で
に
各
家
庭
に
届
け
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
若
し
、

新
入
学
児
童
を
お
持
ち
の
父
兄

で
、
ま
だ
就
学
通
知
書
を
受
取
つ

て
お
ら
れ
な
い
方
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
区
学
務
課
学
事
係
、
支
所
庶

務
課
区
民
係
ま
で
お
い
で
下
さ

い
。
こ
の
就
学
通
知
書

が
な
い

と
、
入
学
す
る
前
の
予
備
身
体
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。昭

和
二
十
七
年
度
新
入
学
児

童
予
備
身
体
検
査
日
割

二
月
十
八
日
(
千
寿
第
一
、千
寿

第
四
、西
新
井
、宮
城
、梅
島
第

二
、大
谷
田
)
十
九
日
(
千
寿
第

二
、千
寿
第
三
、千
寿
第
五
、千

寿
第
六
、千
寿
第
七
、西
新
井
、梅

島
第
一
、東
淵
江
、大
谷
田
、

伊
輿
)
二
十
日
(
千
寿
第
三
、千

寿
第
五
、千
寿
第
八
、柳
原
、東

淵
江
、淵
江
)
二
十
一
日
(
千
寿

西
新
井
、本
木
、寺
地
、関
原
、梅

島
、弘
道
)
二
十
二
日
(
千
寿

旭
、本
木
、関
原
、舎
人
、弘
道

花
畑
、梅
島
)
二
十
五
日
(
栗
原

)
二
十
六
日
(
鹿
浜
、新
田
)
二

十
八
日
、
二
十
九
日
(
江
北
)

ど

お

ろ

の
舗
修

○
梅
田
町
九
八
　
番
地
か
ら
千
住

八
千
代
町
九
番
地
に
至
る
延
長
六

五
〇
米
の
水
路
の
護
岸
工
事
が
工

費
一
四
四
万
円
、
三
月
下
旬
完
成

の
予
定
で
二
月
一
日
起
工

○
キ
テ
イ
台
風
で
災
害
を
受
け
た

西
新
井
町
一
七
四
一
番
地
先
県
道

五
三
号
線
道
路
(
復
旧
箇
所
八
〇

米
)
の
復
旧
工
事
が
一
月
二
十
八

日
か
ら
着
工
さ
れ
た
。
完
成
は
二

月
下
旬
の
予
定

○
栗
原
町
東
武
バ
ス
車
庫
前
か
ら

伊
興
町
を
経
て
竹
の
塚
駅
に
至
る

道
路
の
補
装
工
事
が
、二
月
八
日

か
ら
着
工
さ
れ
た
。
完
成
は
三
月

末
の
予
定
。

戸 籍 相 談 室

入
籍
で
き
る
か
?

=
婚
姻
届
を
し
て
な
い
い
戦
争
未
亡
人
=

〔問
〕昭
和
十
八

年
、結
婚
す
る
と

す
ぐ
に
夫
が
応
召

さ
れ
そ
の
際
夫
は

私
に
婚
姻
届
を
し

て
お
く
よ
う
申
し

残
し
て
行
き
ま
し

た
が
、当
時
は
疎

開
そ
の
他
で
取
り

こ
ん
で
い
た
た
め

つ
い
手
続
が
お
く

れ
て
い
る
中
に
、

昭
和
二
十
年
三
月

長
男
が
生
ま
れ
ま

し
た
結
婚
届
を
し
て
い
な
い
の
で

出
生
届
も
で
き
ず
、そ
の
後
夫
が

戦
死
し
ま
し
た
り
し
て
、婚
姻
届

の
方
も
そ
の
ま
ま
今
日
に
至
り
ま

し
た
。子
供
の
学
校
の
こ
と
も
あ

り
、そ
の
他
種
々
な
関
係
で
、入

籍
し
た
い
の
で
す
が
、私
と
子
供

の
入
籍
は
で
き
る
で
し
よ
う
か
。

〔答
〕

こ
の
場
合
に
は
、
御
主
人
が
あ
な

た
に
婚
姻
の
届
出
を
委
託
し
て
応

召
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
委
託
を

受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
(
届

出
を
す
る
こ
と
を
頼
ん
だ
こ
と
を

証
人
に
証
明
し
て
貰
つ
た
書
類
又

は
遺
言
書
)
と
御
主
人
が
戦
死
し

た
証
明
書
、
戸
籍
謄
本
、
そ
れ
に

あ
な
た
の
戸
籍
謄
本
を
添
え
、戸

籍
届
出
の
委
託
確
認
の
申
立
を
、

御
主
人
の
応
召
し
た
と
き
の
住
所

地
の
家
庭
裁
判
所
に
提
出
し
て
、

確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
第
一
要

件
で
す
。
そ
れ
が
了
わ
つ
た
ら

そ
の
確
認
書
に
婚
姻
届
を
御
主
人

の
本
籍
地
の
役
場
に
提
出
す
れ
ば

入
籍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
供
さ
ん
の
入
籍
に
つ
い
て
は
、

婚
姻
の
届
出
と
同
様
に
、
御
主
人

が
あ
な
た
に
委
託
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
や
は
り
家
庭
裁
判
所

の
確
認
を
受
け
て
、
其
の
確
認
書

を
出
生
届
に
添
え
、
子
供
の
生
れ

た
土
地
の
役
場
に
届
出
れ
ば
、
子

供
さ
ん
は
長
男
と
し
て
正
式
に
戸

籍
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
必
ら
ず
婚
姻
の
届

出
を
先
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

◎
同
じ
よ
う
な
立
場
の
方
で
戸

籍
届
出
の
委
託
を
受
け
た
こ

と
を
証
す
る
に
足
る
書
面
は

も
つ
て
い
な
い
が
、入
籍
を

希
望
し
て
い
る
方
が
お
あ
り

で
し
た
ら
、
区
役
所
又
は
支

所
戸
籍
課
内
の
戸
籍
相
談
室

に
お
い
で
下
さ
い
。
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高
等
学
校
入
学
志
望
者
の

学
校
名
と
学
力
検
査
に
つ
い
て

本
年
四
月
、
都
内
の
公
立
高
等
学

校
に
入
学
を
志
望
す
る
も
の
で
、

足
立
区
内
に
居
住
し
て
い
る
者

は
、
次
の
高
等
学
校
以
外
に
入
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
注

意
し
て
下
さ
い
。
但
し
職
業
科
及

び
定
時
制
を
志
望
す
る
も
の
は
、

都
内
な
ら
何
処
の
学
校
に
で
も
入

学
を
志
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

学
校
名
　
　
　
　
募
集
人
員

男
　
　
　
女

日
本
橋
高
校
　
一
〇
〇
　
一
〇
〇

紅
葉
川
〃
　
　
一
〇
〇
　
一
〇
〇

京
橋
　
〃
　
　
　
五
〇
　
一
〇
〇

竹

台
　〃
　
　
一
〇
〇
　
二
〇
〇

台

東
　〃
　
　
　
五
〇
　
　
五
〇

上
野
忍
岡
〃
　
　
五
〇
　
　
五
〇

上
野
　
〃
　
　
二
五
〇
　
一
〇
〇

白

鴎
　〃
　
　
一
五
〇
　
二
五
〇

忍
岡
　
〃
　
　
一
〇
〇
　
二
〇
〇

足
立
　
〃
　
　
一
二
五
　
一
二
五

江
北
　
〃
　
　
三
〇
〇
　
一
〇
〇

【
中
学
校
学
力
検
査
】

公
立
高
等
学
校
に
入
学
を
志
望
す

る
者
は
必
ず
中
学
校
学
力
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
学
力
検
査
(
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト

テ
ス
ト
)
は
高
等
学
校
に
入
学
を

志
望
す
る
者
の
選
抜
の
一
つ
資
料

と
す
る
こ
と
と
、
中
学
校
教
育
の

成
果
を
た
め
す
た
め
の
も
の
で
都

内
公
立
中
学
校
三
学
年
に
在
学
中

の
者
は
、全
員
受
験
す
る
よ
う
都

で
は
望
ん
で
お
り
ま
す
。

受
験
資
格
は
国
立
、公
立
　
私
立

を
問
わ
ず
中
学
校
を
卒
業
し
た
者

又
は
中
学
校
第
三
学
年
に
在
学
中

の
者
並
び
に
中
学
校
卒
業
と
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
者
で
あ
る

と
文
部
大
臣
が
認
め
た
者
で
す
。

検
査
科
目
は
国
語
(
習
字
を
除
く

)
社
会
(
日
本
史
を
含
む
)
数
学

理
科
、
音
楽
、
図
画
工
作
、
保
健

体
育
、
職
業
家
庭
の
八
科
目
で
各

科
目
別
に
検
査
す
る
の
で
は
な

く
、
綜
合
し
た
問
題
で
検
査
を
す

る
も
の
で
検
査
は
二
月
二
十
四
日

午
前
九
時
か
ら
公
立
中
学
校
第
三

学
年
在
学
生
及
び
卒
業
生
は
そ
の

中
学
校
で
、
私
立
中
学
そ
の
他
の

者
は
上
野
忍
岡
、
上
野
高
校
で
行

わ
れ
ま
す
。

新
年
こ
ど
も
凧
あ
げ
大
会

区
役
所
主
催
の
「新
年
こ
ど
も
凧

あ
げ
大
会
」
は
一
月
廿
七
日
午
前

十
時
か
ら
強
風
快
晴
、上
乗
の
凧

あ
げ
日
和
に
恵
ま
れ
た
千
住
新
橋
グ
ラ
ン

ド
に
区
内
の
小
中
学
生
六

百
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
　
こ

の
凧
あ
げ
大
会
は
、こ
ど
も
達
の

レ
ク
レ
エ
ー
シ
ヨ
ン
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
参
加
者
全
員
に
区
長

か
ら
参
加
賞
と
し
て
鉛
筆
が
お
く

ら
れ
た

。

こ
ど
も
羽
根
つ
き
大
会

一
月
二
十
日
午
前
九
時
か
ら
千
寿

第
三
小
学
校
々
庭
で
、
区
内
の
小

中
学
生
約
四
百
名
で
参
加
し
て
、

区
主
催
に
よ
る
「
こ
ど
も
羽
根
つ

き
大
会
」
が
行
わ
れ
た
。

区
内
一
週
駅
伝
競
走

花
畑
青
年
会
が
優
勝

区
民
の
体
位
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
区
内
一
週
駅
伝
競
走

が
一
月
二
十
六
日
午
前
十
時
か
ら

十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
盛
大

に
挙
行
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
出
発
点
の
千
住
新
橋

北
詰
め
の
堤
防
上
に
は
、
早
朝
か

ら
各
チ
ー
ム
の
応
援
団
約
五
千
名

が
あ
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ツ
ト

サ
ン
、
乗
用
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
に

分
乗
、
チ
ー
ム
名
を
大
書
し
た
旗

を
押
し
立
て
て
気
勢
を
あ
げ
、
区

長
の
挨
拶
が
は
じ
ま
る
頃
に
は
、
勇

み
立
つ
た
第
一
走
者
の
各
選
手

が
、
寒
風
の
中
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ

ヤ
ツ
一
枚
で
準
備
体
操
に
余
念
の

な
い
姿
が
み
ら
れ
た
。

区
内
初
の
試
み
と
て
、
コ
ー
ス
沿

道
の
各
家
か
ら
見
物
に
で
た
区

民
の
数
は
三
万
を
算
え
、
地
元
チ

ー
ム
や
関
係
団
体
の
チ
ー
ム
の
選

手
が
通
過
す
る
際
の
熱
狂
的
な
声

援
振
り
は
、
千
住
に
入
つ
て
か
ら

益
々
高
ま
り
、
花
畑
青
年
会
の
ア
ン

カ
ー
が
決
勝
点
に
飛
び
こ
む
頃

に
は
、
完
全
に
駅
伝
の
興
奮
が
街

を
埋
め
て
了
ま
つ
た
。

な
お
同
日
、
足
立
区
と
区
立
中

学
校
連
合
会
主
催
の
第
五
回
区
立

中
学
校
駅
伝
競
走
が
、
同
じ
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
、十
二
中
が
三
年
連
続

優
勝
を
遂
げ
た
。

大
会
成
績
左
の
通
り

〔
中
学
校
の
部
〕

一
年
生

(
1
)
十
二
中
(
1
時
間
3
7
分
3
2
秒
)
(
2
)

八
中
(
3
)
九
中
(
4
)
六
中
(
5
)
十
六
中

二
年
生

(
1
)
十
二
中
(
1
時
間
3
2
分
1
9
秒
)
=

大
会
新
=
(
2
)
七
中
(
3
)
六
中
(
4
)
三

中
(
5
)
九
中

三
年
生

(
1
)
九
中
(
1
時
間
3
3
分
1
4
秒
)
=

大
会
新
=
(
2
)
十
二
中
(
3
)
三
中
(
4
)
七

中
(
5
)
六
中

総
合
平
均
点

(
1
)
十
二
中
(
4
7
点
)
(
2
)
九
中
(
4
2

点
(
3
)
六
中
(
3
9
点
)
(
4
)
七
中
(
3
8

点
)
(
5
)
三
中
(
3
7
点
)

〔
一
般
の
部
〕

(
1
)
花
畑
連
合
青
年
会
(
1
時
間
3
5

分
2
0
秒
)
(
2
)
足
高
ク
ラ
ブ
(
3
)
竜
(

ド
ラ
ゴ
ン
)
(
4
)
錬
成
会
(
5
)
日
東
商

会
(
6
)
小
守
印
刷
(
7
)
東
淵
江
(
8
)
旭
(
9
)
区

役
所
(
1
0
)
北
鹿
浜

第
四
回
足
立
成
人

学
校
開
く

趣
味
と
教
養
を
高
め
る
太
人
の
学

校
、第
四
回
足
立
成
人
学
校
の
開

校
式
が
一
月
廿
五
日
午
後
七
時
か

ら
区
長
社
会
教
育
課
長
そ
の
他
関

係
者
が
列
席
区
立
十
六
中
で
行
わ

れ
た
。

今
回
の
入
学
希
望
者
は
各
課
目
あ

わ
せ
て
三
百
四
十
九
名
あ
り
廿
八
日

か
ら
授
業
を
開
始
し
た
。


